
裾野麗峰山の会山行報告書       

文・長谷  写真・後藤 

山行番  ＮＯ．１７０２ 

日 時  ２０１６．１０．２４（日）晴れ 

山  域  南天山（１４８３ｍ） 

コース  こまどり荘８：１５－鎌倉橋発８：３０－南天山１０：３０～４５－鎌倉橋１２：１５－こまど 

り荘（温泉・昼食）－マンズワイン－下土狩１７：３０ 

標高差  上り＝鎌倉橋８１４～南天山１４８３ｍ＝約６６９ｍ 

     下り＝       〃 

参加者  後藤（L）、室伏、勝又、秋山、小島、峰田、長谷＝７名 

 

      忘れられない山となりました 
 

秋合宿２日目も好天に恵まれた。 

１日目に予定を変更したため、今日は、おまけの登山となり、宿の朝食時間（７：３０）の関 

係で、８：００過ぎに出発した。 

すぐに鎌倉橋登山口着。台風の影響で立ち入り禁止のロープが張られていたが、前日に登った方 

の情報で、問題なしとのこと、ロープをくぐって登り始めた。 

しばらく行くと沢に出る。この後沢の両側を丸木橋で渡り、行ったり来たりしながら進む。途中、

「法印ノ滝」が見事である。今年は、紅葉がまだまだで、少し残念。初参加のＴさんも、スケー 

ルが大きくとてもいい山ですね。と言ってました。 

その後、コース分岐で、小休止。この後は、急な登りが頂上まで続くとのことで、水分・栄養補 

給。確かに、急な登りが、九十九折に続き、つらい。黙々と登るとやっと稜線に出る。 

はや頂上かと思ったら、更に岩山を越えて、しばらくすすみやっと登頂。快晴の中、３６０℃見渡 

せ、気持ちがいい。昨日の両神山も見えた。 

薄っすら、色づく山々に囲まれ、一服した。（ＧＬは、一本でした）まだ昼には早いため、３０ 

分ほどで、下山。帰りは、分岐まで、尾根まわりを行く。 

あの急登を下るのは大変だったので、ほっとする。途中、整備したてのコースのようであった。 

分岐を過ぎると、沢沿いの来た道を行く。 

丸木橋には、注意の指示があり、慎重に下り、ほぼ予定通り下山。秋山合宿無事に終了。この後、 

「こまどり荘」で入浴させていただき、渓流釣り場の食堂で昼食。 

食券買って、出された順に食べ始め、残り３名が山菜そばを待っていたところ、事件が！ 

なんと、全く作ってなかったのだ。空腹の３名は、怒り心頭で、返金してもらい、早々に帰路に。 

これで、忘れられない山行になりましたね。 

気を取り直し、マンズワインで、ワインを楽しみ、無事に帰宅した。 

 

その他の記述（後藤） 

１．「こまどり荘」は、一泊二食８４００－。先日の大雨で温泉を引けず、入湯料は取らなかった。 

部屋はベットで４名用。テレビ・トイレはあるが、ウオッシュレットでなかった。空調完備で 

全く寒くはなかった。夕・朝食は、まあまあだが、鱒魚は焼き過ぎ。ワインを持ち込んだが、 

クレームはなかった。 



２．夕食前の交流会。新入会員のＫさん持参の「手製ビア」が美味しかった。 

 

 

 

３．「こまどり荘」は、相当山奥だが、向かいに駐在所があって、軽のパトカーもあった。 

  出動することはある？？！！ 

４．「事件」は、何となく予感した。「ソバ」は皆注文し時間が掛かるので、私は強いて「カレー」 

  で正解だった。「キノコを山に取りに行っている」「ソバを打っている」の与太話が、まさ 

  か本当になるとは？？！！食券方式で、注文の管理はしっかり出来ると思うが・・・。 

  お客さんが、その筋の方でなく良かったね。（笑い） 

５．下山時、森林科学館主催のハイキング教室の一行、７～８名に会った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こまどり荘                                  両神山 

 

 

 

鎌倉橋登山口 

     

登山時は通行止め 

だったが、下山時 

は解消だった 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沢が美しい                             橋は多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂上直下                                 昨日の 

                                       両神山 

 

 

 

 

 

 

 

     南天山頂上 

 

  

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                美しい沢を下る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      法印の滝 

 

 

 

                                       おわり 

 

 


